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多くの森の世話人が出席 

 21 団体 46 名の森の世話人が森づ

くり講習会に出席しました。 

 最初のプログラムは、「六甲山系グリ

ーンベルト整備事業」の解説です。六

甲山の災害の特徴や、最近の砂防事業

の取り組み、砂防事業の一環としての

市民・企業による樹林整備の状況につ 

 

栃本さんの講演 

いて岡本事務所長より説明しました。 

 続いての安全講習では、支援事務局

が、森の世話人の活動に同行して気に

なった点や、その対策を実例を踏まえ

ながら説明しました。 

 これらのプログラムではメモを取る 

 

熱心に質問する出席者 

 
 

参加者の姿が多く見られました。 

 休憩をはさみ、兵庫県立大学大学院

で六甲山の植物を研究している栃本さ

んより、六甲山における生物多様性に

ついての講演が行われました。 

 六甲山の植生の特徴や成立過程、ど 

 



 
 

のような森にむかっているのかなど、森

の世話人にとって興味深い内容をわか

りやすく話していただきました。豊富な

フィールド経験と植物の専門知識をも

とに、森づくりを行う際の留意点や楽し

み方についても紹介いただき、参加者は

真剣に耳を傾けていました。 
  
 
 
 

意見交換会（市民団体） 

 最後のプログラムは、意見交換会です。

参加者は３つのグループに別れ、「ヒヤ

リとした経験」等について、活発に意見

を出し合っていました。鎌で手を切った

り、転倒したりした失敗談が語られ、ど

のような状態で事故が発生しやすいの

か、その対策を学びあいました。 

 
意見交換会（企業） 

 その他、植生調査が参加者に好評だっ

たとの紹介もありました。「草木の名前

がわかり、風景がちがって見えるように

なった」ことが大きいようです。 

他グループの発表に耳を傾ける森の世話人 

 約１時間の意見交換会では話足りな

かったようで、講習会終了後も会場のあ

ちこちで、交流している森の世話人の姿

が見られました。 

 


